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ゼータ・ブリッジ、「フォトナビ・目視レス」、 
「小型魚類モデル生物」の動線解析、寸法計測が可能に 
～自由に動き回る小魚を画像認識で、追従、計測の自動化を実現～ 
 

SMN 株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：石井 隆一、以下 SMN）の子会社

である株式会社ゼータ・ブリッジ（本社：東京都品川区、代表取締役：安藤 尚隆）は、提供する自

動解析ソフトウェア「フォトナビ・目視レス」において、「小型魚類モデル生物」（ゼブラフィッシュ、メダカなど）

の動線解析、寸法計測を可能とした動き回る物体の追従、計測の自動化の開発を実現しました。 

 

「フォトナビ・目視レス」は、人が目視し、脳で判断する感覚と同じように、画像の中から特定の条件に

当てはまる領域や、類似する色、形、模様などを瞬時に自動検出する独自開発の画像認識技術を搭

載しています。今回、「小型魚類モデル生物」の動線解析、寸法計測においては、新たな独自アルゴリズ

ム「ABHB」（Algorithm Based on Human Brain）を使用して開発し、「フォトナビ・目視レス」にプ

ログラム化しています。 

 

 

■「ABHB」による「小型魚類モデル生物」の動線解析、寸法計測 

 

「ABHB」は、人の目と同じように「水槽の底

面の反射」、「影」、「魚」を正しく区別し、魚の

画像だけを抽出後、純粋な魚の動きのみを追

って、より正確な動線解析を行うことを可能に

しています。これにより、従来小さく、自由に泳

ぎ回るため困難とされている「小型魚類モデル

生物」の、動線解析、寸法計測の自動化を

実現しました。 

 

 

 

■参考動画リンク 「小型魚類モデル生物」の動線解析 

 

■参考 モデル生物と「小型魚類モデル生物」の特徴 

モデル生物とは、生物学の研究に使われる生物のことです。代表例として、哺乳類（マウス、ラット）、

両生類（カエル）、魚類（ゼブラフィッシュ、メダカ）が挙げられ、研究の目的にあわせて、実験しやすい

特徴を持った特定の生物が用いられます。なかでも、「小型魚類モデル生物」は、以下の特徴から、幅広

い研究分野（人の脳や体の研究、創薬、機能性食品の開発など）に適しています。 

 

 

画像 「小型魚類モデル生物」の寸法計測 

https://www.youtube.com/watch?v=aYL2h9diYqA&feature=youtu.be


NEWS RELEASE 

 
 

<「小型魚類モデル生物」の特徴> 

・低コストでの管理が可能：他のモデル生物に比べサイズが小さく、省スペースで飼育、管理が可能 

・数の確保が可能：毎週 100～200個の卵を産む 

・人の遺伝子と近い：70～80％の遺伝子情報がヒトと共通している 

 

今回の開発は、株式会社イワキが提供する小型魚類集合水槽システム「LAbREED」（ラブリード）

を採用した実証実験（以下採用事例）において、動線解析技術の検証を行いました。 

 

【採用事例】 

 

■採用先 

株式会社イワキ、小型魚類飼育水槽システム「LAbREED」 

株式会社イワキは、20 年前から「小型魚類モデル生物」の飼育

管理装置に携わり、現在、小型魚類集合水槽システム

「LAbREED」を提供しています。「LAbREED」は、高性能水質コ

ントローラによる飼育水の安定した水質管理から、「小型魚類モデ

ル生物」の効率的な管理が行えるほか、様々な研究用途に合わせ

た提案が可能なため、国内外の大学、研究機関や民間企業で幅

広く採用されています。 

https://www.iwakipumps.jp/products/other-system/labreed/  

 

■「小型魚類モデル生物」の解析ニーズ 

これまでの解析は、研究者が目視で魚の状態を確認したり、実際に魚のサイズを計測したりすることが

主流でした。一方、目視確認による課題（見る人によってバラつき、定量的な判断ができない）も存在

していました。さらに、近年、研究分野の多様化により「動線解析」（モデル生物の動きを追う）や、「寸

法計測」（モデル生物のサイズを測る）の用途が拡がり、研究効率の向上を目的とした、自動化、定量

化ニーズが高まっています。 

 

■「小型魚類モデル生物」解析の課題 

株式会社イワキは、自動化、定量化ニーズが高まりとともに、「LAbREED」へ動線解析、寸法計測な

どの機能を搭載するため、数年前からセンシング技術を活用した検証を行ってきました。しかし、センシング

技術では、複雑なプログラミングの必要性や、自由に動き回る魚の特性から、正確に捉えて数値化する

ことは難しく、高い精度の結果を得られないことが課題でした。 

 

■長年検証していた、動線解析、寸法計測の定量化に成功 

株式会社イワキの検証の担当者は、動線解析、寸法計測により適した技術を探していたところ、

「ABHB」に出会い、「この技術を用いて、人の目でみるように魚の自由な動きを追うことができたら、動線

解析や寸法計測を正しく行えるのではないか？」と考えました。これにより、株式会社イワキとの共同プロ

ジェクトとして、「フォトナビ・目視レス」と「LAbREED」を融合し、自由に泳ぎ回る魚の動線解析、寸法計

 

https://www.iwakipumps.jp/products/other-system/labreed/
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測を実施しました。内容は、実際の動画をもとに、「ABHB」をプログラム化した「フォトナビ・目視レス」にお

いて、「小魚の動線を検出するアルゴリズム」の性能検証を行うものです。その結果、何年もうまくいかなか

った「小型魚類モデル生物」の動線解析、寸法計測の定量化が見込める状況となりました。その要因は、

担当者の考えたとおり、「フォトナビ・目視レス」が、人の目と同じように魚の自由な動きを追うことができる

点にありました。 

 

■「ABHB」による「小型魚類モデル生物」の解析 

人の目と脳は、自然に水槽とその中の動いている物を認知します。そして、その物の形が魚であることを

認識します。魚が動くことで、水槽の底面に魚が反射したり、水槽に魚の影ができたりしますが、人はこれ

を魚本体と無意識に区別します。これにより、人は魚の自由な動きを追うことができます。「ABHB」は、

人の目と脳の無意識を意識化し、その判断プロセスをプログラミング、アルゴリズム化したものです。 

 
■「ABHB」の使用により、様々な魚の動きを解析、計測が可能に 

新開発の「ABHB」を搭載した「フォトナビ・目視レス」は、人の目や脳と同じように「水槽の底面の反

射」、「影」、「魚」を正しく区別し、魚の画像だけを抽出することが可能です。これにより、純粋な魚の動き

のみを追って、より正しく動線解析を行うことができます。また、フレームごとの画像解析技術により、精度

の高い魚の寸法計測を行うことも可能です。また魚は、前、後、斜め、真横など様々な方向に動くため、

カメラに映る魚のサイズも一定ではありません。「フォトナビ・目視レス」は、動画をフレームごとに解析し、魚

が真横を向いた瞬間のフレームを算出します。そのため、精度の高い寸法計測が可能となります。 

 

ゼータ・ブリッジは今後、「ABHB」を活用した画像認識の応用利用分野と事例を増やし、「フォトナビ・

目視レス」の拡充を図ります。また、「ABHB」を利用したツールを開発し、「ABHB」の普及を目指します。 

 

SMN は、これまでゼータ・ブリッジと連携したサービスを展開しています。今後も同社との技術分野を含

めた連携を強化し、今後も多様化する企業の要望に対して、積極的にサポートして参ります。 

 

以 上 

 

■「フォトナビ・目視レス」  

「フォトナビ・目視レス」は、機械学習やディープラーニングのように教師データを要するものも、大量のデ

ータを必要とすることなく不定形物の認識などが可能となります。さらに、機械学習やディープラーニングの

実施前において、これまで人の目で行っていた教師データ（正解、不正解）の事前準備への利用も可

能となり、精度向上や期間の短縮を図ることができます。その他、外部センサーや既存の FA 機器との連

携、コンピュータシステムの構築などを含めたトータルソリューションを提案することが可能です。 

 

■株式会社ゼータ・ブリッジ < https://www.zeta-bridge.com/ > 

2001年 10月に設立。要素技術の積み上げではなく、「目、耳など五感から得た情報を人間の脳が

いかに処理し、そして感じているか？」を原点とした様々なアルゴリズムを独自に開発しています。人間の

感性を超える認識テクノロジーでお客様の課題を解決いたします。テレビ CM メタデータ販売、音声・画

像認識エンジンを利用したサービスを提供しています。 

https://www.zeta-bridge.com/
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■株式会社イワキ < https://www.iwakipumps.jp/corporate/profile/ > 

1956年の創業以来、プラント内で薬液などを送るケミカルポンプを中心とした流体制御製品を生産

設備やメーカーに提供しています。（小型魚類の飼育管理や動線解析、寸法計測に関しては、フォーム

〔下記〕にお問合せください） 

 

■SMN株式会社 < https://www.so-netmedia.jp/ > 

2000 年 3 月に設立。ソニーグループで培った技術力をベースに、マーケティングテクノロジー事業を展

開しています。「技術力による、顧客のマーケティング課題の解決」を実現するため、ビッグデータ処理と人

工知能のテクノロジーを連携し進化を続けています。 

現在、DSP「Logicad」、マーケティング AI プラットフォーム「VALIS-Cockpit」をはじめ、実店舗事業者

向けマーケティングプラットフォーム「Marketing Touch」を提供することで、マーケティングに関する様々な

課題解決を実現しています。 

 

 

※記載されている会社名、団体名、商品名、サービス名は各社、各団体の商標または登録商標です。 

 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

株式会社ゼータ・ブリッジ コンテンツ営業部 

TEL: 03-6712-2690／E-Mail:press@zeta-bridge.com 

 

＜小型魚類の飼育管理や動線解析・寸法計測に関する問合せ先＞ 

株式会社イワキ 問合せフォーム 

 

 

https://www.iwakipumps.jp/corporate/profile/
https://www.so-netmedia.jp/
file:///C:/Users/kwatabe/Downloads/press@zeta-bridge.com
https://f.msgs.jp/webapp/form/15765_jix_2/index.do?fkeygx=%E5%B0%8F%E5%9E%8B%E9%AD%9A%E9%A1%9E%E9%9B%86%E5%90%88%E6%B0%B4%E6%A7%BD%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0&_ga=2.172904864.2056775373.1595780423-2049926925.1594636314

